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びつきやすく、そのまま寝
たきりにつながるおそれも
あり、転倒予防のための運
動をすることが大切です。

転倒を予防して健康寿命をの  ばそう ！

清水保健福祉センター 由比分館
介護予防相談業務介護予防通信介護予防通信

出典：日本理学療法士協会 理学療法ハンドブック
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転倒を予防して健康寿命をのばそう ！
「健康寿命」を短くする原因
の一つに「転倒による骨折」
があります。
転倒を予防するために、まず
その原因を確認しましょう。


